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〔千葉医学 56，227~228， 1980J 
仁学会〕 第621回 千葉医学会例会
第 33回 千葉泌尿器科集談会 
E 時:昭和55年 1月20S
場所:千葉大学塁学部閉属病院第 2講堂 
1. 腺性爵競炎の 1倒
戴東愚"石)!l嘉夫(国立千葉)
原 繁(語員保険病院) 
34議，女，初診，昭和53年11月四日。主訴，蛋白尿。
家族竪，特記すべきことなし。既往壁，昭和24年左変形
性股関節症に擢患し， 詔和41年左人工骨頭置換捕を施
行。その際，尿所見では異常がなかった。現病歴，昭和 
53年 9月頃，千葉市の健康診断で蛋白援を指諾された。
跨競鎮検査で比泉混濁著現粘波多量を含み，勝庇粘
膜は強い混讃，所々に充血を示し，内柱形成はない。南
側傑壁が構々隆記。跨肢生検による組識的所見では大勝
粘膜』こにた隷構造を示す。悪性所見がない。 
2. 罪筈結石を倖なった尿管謹の 1例
嘉JI[宗秀，遠藤薄志〈松戸市立)
症例は， 33歳，女性で，腎孟腎炎の既往があるが，数
年前より肉眼的車震と小結石の自然排出がときにみられ
当科を受診した。跨庇鏡的に揺指頭大の腫癌が右尿管口
部tこ見られ， IVPでは Cobra-head像と Halo-sign及
び右の上部尿路の拡張が見られ尿管藩内と右尿管下部に
結石が多数存在した。経尿道的尿管癌窃除街を施行した
ところ，結石の完全排出をみたが，軽度の VURが出現
しており，今後も経過観察が必要と考える。 
3. 尿曹外傷の 1偶
山城豊，外関孝雄(国立習志野)
症例9歳男子。昭和53年 8月18日歩行中乗用車にはね
られた。頭部外蕩，左大腿骨々折，車尿出現した。骨折
治療後踏外科入院。受傷翌日の DIPで左腎孟尿管移行
部より造影剤の溢流像が認められた。保存的方法にて経
退観察していたが受傷後14日目より左割腹部痛及び左概
腹部膨詮してきたため当科転科。受傷後 41日目手傷蒐
行。後援摸控よ担混濁尿 600ml吸引，左腎孟尿管移行
部に損傷部{立を確認、したが炎症が強度で左腎播除衛を撞
行した。 自験例は本邦 17伊i巨の外傷性宗管損傷と豆、わ
オもる。 
4. 骨盤腎の 1例
片?毎善吾，丸岡正幸，瀬JI[ 裏(厚生中央)
症例52歳女性，右下捜部腫癌，反覆性跨競炎tこて IVP
施行，右骨盤腎を疑い精査目的にて入読。 R-P~こて右腎
孟は離方を向き宗管は短くだ行主主張はない。 A-Gにて
左右総揚骨動訳下にネフログラムを認め，護部大動廊下
部総腸骨動脈分綾部直上右傑よりと，分校部直下の左総
腸骨動脈外{員)Jよ習の計2本の動脈を持つ骨盤腎と診断し
た。 
5. 水警に合併せる milkof calcium renal stone 
のl.wU
片海七郎，森f章久夫(君津中央〉
宮内武彦(県がんセンター)
山口邦雄(千大) 
症例:43歳，男性
1978年 6月人間ドックにて右傑腹部に彊癌を指摘され
当科を受診。精査の結果，右尿管結石による木腎に合併
せる milkof calcium renal stone，左尿管結石，左腎
結石の診断を下した。左尿管切石梼施行後経渡的に右腎
播除術を撞行す。結石の分析結果はすべて燐接カルシウ
ムであった。術後経過長女子なり。 milkof calcium ren-
al stoneについて若干の文献的考察を行った。 
6. 治護法の選択に迷った腎タト毎の 1例
安藤玩並木徳重部(千葉労災〉 
16歳，男。交通事故で左腰部打撲，肉眼的血尿出現し
当科緊急、入説。 DIP等の所見より，後援摸血題を伴な
う左腎破裂と診断，保存的対症療法を続けたが，左腎下 
3分の 1は無機能，上 3分の 2は水腎症となり，受蕩後
約70S巨に左腎捕蒐行した。本棋i程震の腎外装には保存
的治療を行なうのが，最近の趨勢であるが，本剖の場合
228 第621回千葉涯学会例会・第33回千葉諾、家器科集談会
は議々の悪条件が重なづた。 
7. 腎結腸護勾 1例
香村衡ー，村上イ言乃，藤田道夫
(組中央〉 
43歳女性，昭和51年 6月1513左腎結石，左無機能腎で
当科入院，同年6月24自左腎撞出術試るも摘出罰難と判
断し開腹した。そり後，左腰背部に痩孔を形成，外来通
院していたが，昭和54年10月1613再入院し，遺干し造影に
て左腎結腸痩が明らかとなったので，同年10月24日，痩
孔と共に結腸の一部と左腎と左副腎を含めー塊として揚
出した。術後8詰自腹膜炎をおこし再開援したが，昭和 
54年11月 613敗血症で死亡した。 
8. 最近の当践におiナる性器尿路外傷について
外開孝雄，山城豊(国立習志野)
昭和51年 1月より昭和54年4月までの外来患者総数は 
7，680名であり，そのうち諾、京性器外傷の患者数は 42名
で約 0.005%と非常に低率である。その内容は性器外傷
については@陰茎外蕩17倒，②陰のう(皐丸，副皐丸)
例，窃跨庇5，尿路外傷については①尿道外蕩Uイタ2外傷 
タト傷 Of尭，@腎霊尿管外傷 1僻，@腎外傷17剖計42例で
ある。これら各々について 1つ 1つ症例を示しその治療
方法，予後等について説明を加える。 
9. 前立腺癌の酸性フォスファターゼ
丸岡正幸，内藤仁，野讃邦義
真田寿彦，伊藤靖夫，島崎淳
(千大)
今関恵子，有水昇(罰・放射線科)
村上告乃(旭中央〉
片海七部(君津中央〉
石川嘉夫(国立千葉)
真鎮静(成田日赤)
前立腺謹 33侭，前立線記大症 12伊jに対して 1. 従
来の欝素法による酸性フォスファタ}ぜと前立腺性酸性
フオスファターゼ定量。 2. 免疫電気向涜法 (Counter 
immunoelectrophoresis)による前立腺性酸性フォスフ
アグーゼの測定。 3. Radioimmunoassayによる前立
隷投書愛性フォスファターゼの挺定。 を行牟い各々を比・
較検討した。その結果2， 3，の方法は前立膿癌 stage 
B，C でも異常値を示し 1よヲ鋭敏な方法と思われる。 
10.小児尿路感染症
岩間?玉美，安田耕作，井坂茂夫
村山室入，島崎淳 (千大〉
片山喬〈富山屋薬大〉
昭和50年より 54年の 5年間に千葉大学路尿器科を受診
した小児尿路感染症の統計を示した。小児患者に占める
尿路感染症の欝合は11.3%-16.2%であり，単純?生家路
感染症と複雑性尿路感染症の比は 1: 1である。原因菌
は主に大腸菌などのグラム陰性拝菌である。主要経口抗
生弗Hこ対する感受性の年夏別推移は認められない。複雑
性尿路感染症のうち特に問題となる跨脱尿管逆流現象 
(V.U.R.)については治療成績を示した。また小売尿路
感染症の診際基準p 問題点について言及した。
〔特別講演〕
畢丸腫壌について
長尾孝一〔千大・病理〉
皐丸は mesodermaloriginの臓器で，その発生段階
において， Wol缶anductから分伝した組織と mesen-
chymal elementsかち主として出来て来る。しかし，そ
の周囲には担ullerianductが介在することから，多!技
に豆たるそれらの題源と考えられる腫蕩の発生がみとめ
ちれる。一般に宰丸彊蕩は germcell，sex cord/stro・ 
mal cell，及びその鮒属器から発生する謹々の麓療があ
る。その組織発生，組織形態、の特徴，ホノレモン産生との
関係について述べた。
